（様式２号）
大腸がん検診結果通知書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

（注）○印があなたの大腸がん検診の結果です。

1. 精密検査不要（陰性）　… 　今回の便潜血検査の結果、異常は認められませんので、さらに詳しい検査を行う必要はありません。　
ただし、便潜血検査ですべての大腸がんを発見することはできません。今回の検査で異常がなくても、血便、腹痛、便の性状や回数が変化したなどの自覚症状があった場合は、すぐに直接医療機関（消化器専門）にご相談ください。
また、症状がなくても１年に１度は必ず検診を受けましょう。
なお、便を採取した日から検査を行うまでの日数や保管状況によっては、正しく検査が行えない場合や、提出された検体のうち１本のみを検査した結果となっている場合があります。
2. 要精密検査（陽性）… 今回の便潜血検査の結果、さらに詳しい検査が必要です。
　　 できるだけ早く精密検査を医療機関（消化器専門）で受けてください。
自覚症状がない大腸がんもありますので、自覚症状がなくても必ず精密検査を受けてください。
＜精密検査の際には以下のものを忘れずにご持参ください＞

　・大腸がん検診結果通知書（本状）

　・大腸がん精密検査依頼書 兼 結果報告書（同封）

　・健康保険証

３．判定不能

提出していただいた検体が条件不良のため、検診結果の判定が不能です。再度検診を受けられるようお勧めします。
　　　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
検診機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当医師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

